
 

横須賀市も三浦市も、この６月に

市長選挙が行われます。横須賀市は

、２０日告示、２７日投票です。 

横三労連も加盟する、横須賀の「

市民の市長をつくる会」では、昨年

から市長選挙の準備を続けてきま

したが、候補者擁立に至らないまま

、時間が経過しています。そんな中

、１月には、「１１区市民連合」か

ら、市長選挙取り組みの呼びかけが

あり、「市民の市長をつくる会」は

、候補者選定を一時保留し、市民連

合の会議に参加しています。 

市民連合では、複数の候補者候補

の名前をあげ、交渉を続けている様

子です。候補者決定まで、もうしば

らくお待ちください。尚、各単組に

、「市民の市長をつくる会」の政策

をお配りしています。どうぞご活用

下さい。 

うわまち病院で職員過半数代表選挙！ 

！ 

 

 

横須賀の基地強化２つ 

 米海軍は、浦郷弾薬庫に隣接する堤防をつくり、弾薬を直接

艦船に積み込む事を計画しています。浚渫費用は思いやり予算

です。住宅地に近いところで弾薬を積み込む危険性に加え、狭

い海域での大型艦船の方向転換の危険性もあります。 

 海上自衛隊は、世界初のリチウムイオン電池使用の「そうり

ゅう型」 潜水艦の１２番艦「とうりゅう」を、横須賀に配備し

ました。バッテリー駆動は原子炉よりはるかに静かで、戦闘力

が高いのですが、航続距離や重量、出力に限界がありました。

リチウムイオン電池搭載で、これらが大幅に改善されます。 

コロナ禍で困難な状況が続

く中、スマホからの投票が可能

になるなど、制度の改善はあっ

たものの、投票率は４２．１％

と大きく後退しました（前回７

３．４％）。投票率が過半数に

届かないのは、大きな問題で

す。原因の詳細な分析と、抜本

的対策が必要と考えます。また

今回組合は、コロナ禍の中、充

分な事前準備ができず、思うよ

うな選挙運動を展開するには

至りませんでした。このこと

が、全体の投票率の低迷にもつ

ながったと考えられます。 

うわまち病院では、３月 

に、職員過半数代表者選挙が

行われました。労働組合は今

回も、加藤江里香執行委員長

を候補に擁立してたたかい、

１３３票（４０．１％）を獲

得し、大健闘しました。コロ

ナ禍の中で投票率が低迷す

る中、票は前回比９０票減ら

しましたが、率は１．０ポイ

ントの増となりました。 

 

６月に市長選挙！ 

地域の労働者と青年の結集をめざす 
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